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その他その他
11億億44,,106106万円万円

町税
47億2,886万円

125億1,277万円
収入

繰入金
11億4,201万円

使用料および手数料
2億22万円

その他
13億404万円

町債
7億7,480万円

地方交付税
6億4,000万円

国庫支出金
21億2,696万円

県支出金
9億482万円

地方消費税交付金
5億5,000万円

　町の収入の中では、町税が最も大きな割
合（３７.８％）を占めています。人口や住宅
が増加していることによる個人町民税や固定
資産税の増に加え、軽自動車税、たばこ税の
増が見込まれることから、前年度当初予算と
比べて４,８００万円（対前年度比１.０％）の
増を見込んでいます。その他の主な収入は、

幼児教育・保育の無償化や町営住宅建築事
業の実施により国庫支出金が４億３,３７９万
円（対前年度比２５.６％）の増、不足する
一般財源を補うための基金繰入金などが
３億７,９９７万円（対前年度比４９.９％）の増
となりました。

収　　　　入

依存財源その他内訳依存財源その他内訳
地方譲与税地方譲与税� 6,306� 6,306万円万円
利子割交付金利子割交付金� 300� 300万円万円
配当割交付金配当割交付金� 1,200� 1,200万円万円
株式等譲渡所得割交付金株式等譲渡所得割交付金� 200� 200万円万円
ゴルフ場利用税交付金ゴルフ場利用税交付金� 300� 300万円万円
環境性能割交付金� 100環境性能割交付金� 100万円万円
地方特例交付金地方特例交付金� 5� 5,,0000万円00万円
交通安全対策特別交付金交通安全対策特別交付金� 70� 700万円0万円

自主財源その他内訳
分担金及び負担金� 8,965万円
財産収入� 371万円
寄附金� 10億円

繰越金� 1億円
諸収入� 1億1,068万円

予算
町の

　令和２年度の一般会計と特別会計・事業会計の予算総額は
１８３億７０６万円です。昨年度の当初予算と比較すると３億
５,２３７万円（対前年度比２.０％）の増となっています。

※�金額は万円単位で端数処理しているため、合計が合わない
場合があります。

■ 問い合わせ先　役場政策経営課　☎９６２－０２３０（直）
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平成２８年度

平成２９年度

平成３０年度

１１１億５,７８０万円

１１２億４２５万円

令和元年度

１３３億８,２５０万円

１１６億４,８９４万円

　令和２年度 １２５億１,２７７万円

一般会計予算の５年間の推移

　福祉や環境、教育などに使
われる一般会計予算は１２５億
１,２７７万円で、前年度と比較
すると、８億６,３８３万円（対
前年度比７.４％）の増です。

１２５億１,２７７万円
（対前年度比７.４％増）

125億1,277万円

支出

総務費
19億3,084万円

民生費
39億3,859万円

衛生費
10億1,019万円

消防費
5億4,459万円

教育費
17億8,979万円

公債費
9億7,405万円

その他
3億8,901万円
その他内訳
議会費� 9,829万円
労働費� 120万円
農林水産業費� 1億866万円
商工費� 9,792万円

　災害復旧費� 203万円
　諸支出金� 6,091万円
　予備費� 2,000万円

土木費
19億3,571万円

　支出については、事務経費などの経常経費の徹底
した削減や事業の必要性や効果を見極め、効果の低
い事業や役割が終了した事業の縮小・廃止を進める
一方で、教育環境充実のための義務教育関連事業、
子育て支援や高齢化社会に向けた福祉事業、道路整
備事業や公共下水道事業負担金など生活基盤整備事
業を実施しているところです。
　支出の中で最も大きな割合を占めているのは民生
費（３１.５％）です。民生費は、障害者福祉費の扶

助費の増および介護保険事業費の負担金の増などに
より１億９,４２０万円（対前年度比５.２％）の増と
なりました。次いで大きな割合を占めているのは土
木費（１５.５％）です。土木費は、町営住宅建築事
業により５億１,２２７万円（対前年度比３６.０％）の
増です。また、新設小学校・中学校の元金償還が始
まることにより公債費が１億５８１万円（対前年度比
１２.２％）の増となっています。

支　　　　出

一般会計総額一般会計総額

町の予算
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民生費

総務費

土木費

　総務費は全般的な管理事務や徴税、選挙な
どに用いられる経費です。
　ふるさと納税事業に関する経費を７億９,
８１９万円、土地の境界の位置と面積を測量
する地籍調査に関する経費を１,７３０万円、
平成３０年度から令和２年度にかけて策定中
である「第６次新宮町総合計画」に関する経費
を４９５万円、相島や東部地域の地域振興を
支援するまち・ひと・しごと創生総合戦略事
業に関する経費を５２５万円計上しています。

その他の主な内容
・ＯＡ機器購入費� （２,７２８万円）
・クラウドサービス利用料� （２,６２６万円）
・行政区運営補助金� （１,１８６万円）
・コミュニティバス運行補助金� （４,６７５万円）

　民生費は、住民が安定した社会生活を過ご
すための経費で、社会福祉や障がい者、高齢
者、児童福祉などに関するものがあります。
　障がい者福祉分野では自立支援給付費を６
億１,７８６万円、児童福祉分野では、児童手
当を７億７,３２２万円、幼児教育・保育の無
償化に伴う事業費として７億３,６８６万円計
上しています。
　また、福祉センター管理費では、施設整備
事業に関する事業費として１,４０１万円計上
しています。

その他の主な内容
・国民健康保険特別会計繰出金�（２億９,９３９万円）
・介護保険広域連合負担金� （２億５,０１４万円）
・後期高齢者医療療養給付費負担金
� （２億３,６０９万円）
・子ども医療費� （１億８,４５９万円）

衛生費
　衛生費は、住民が健康で衛生的な生活環境
を保持するための経費で、感染症予防やごみ
処理に関する経費などが計上しています。
　各種予防接種委託料として１億１,５５４万
円、じん芥収集委託料として１億８,３２３万
円、玄界環境組合負担金として３億１,００８
万円計上しています。

その他の主な内容
・簡易水道事業特別会計繰出金� （７,３２０万円）
・成人検診等委託料� （２,１３８万円）
・妊婦一般健康診査委託料� （３,５２９万円）
・通所療育事業委託料� （２,４００万円）
・し尿処理委託料� （３,４５０万円）

　土木費は、道路整備に関する経費や都市計
画に関する経費などが計上しています。
　本年度は、平成２８年度から取り組んでい
る新宮ふれあいの丘公園整備事業費を３億�
７５２万円、町道的野～寺浦線道路改良工事
や新宮東中学校周辺道路の整備事業を含む社
会資本整備事業費を３億１,６１９万円計上し
ています。
　また、町営住宅雲雀ヶ丘団地の建て替えの
ための住宅建設費を５億８,１３１万円で計上
しています。

その他の主な事業
・町道補修工事費� （７,４４９万円）
・都市再生整備計画事業費� （１億４,４０９万円）
・公共下水道事業負担金� （２億３,１３９万円）

一般会計予算の主な事業
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� （単位：万円）

特別会計・事業会計 予算額 増減額

渡 船 事 業 特 別 会 計 １２,７４０ △５,０３８

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 ２４９,６６３ △４２０

後期高齢者医療特別会計 ３４,５５８ ８７２

住宅新築資金等貸付事業特別会計 ６４ △３

相島診療所事業特別会計 ３,４９５ △４０４

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 ２０,０６７ １０,３５３

相島漁業集落環境整備事業特別会計 １,２０８ △６

水 道 事 業 会 計 ９７,５１３ △１１,５３３

公 共 下 水 道 事 業 会 計 １６０,１２１ △４４,９６７

特 

別 

会 

計
・
事 
業 

会 

計
その他
　その他の経費として、町議会の運営経費
に用いられる議会費や失業対策事業などに
用いられる労働費、農林水産業の振興など
に用いられる農林水産業費、商工業の振興
や観光事業の経費に用いられる商工費、防
災・消防に用いられる消防費、災害復旧に
用いられる災害復旧費、地方債の償還金に
用いられる公債費、基金への積立などに用
いられる諸支出金やその他臨時のときに用
いられる予備費があります。

主な事業
・議員共済会負担金� （１,３２５万円）
・農業施設新設改良工事費� （２,５００万円）
・新宮町おもてなし協会補助金� （１,３２０万円）
・粕屋北部消防組合負担金� （４億２,２４１万円）
・防災行政無線設備整備工事費� （３,４２７万円）

教育費

令和元年度からの繰越事業
・立花口古民家改修事業 （４,２３５万円）
・プレミアム商品券事業 （２,７９２万円）
・未就学児等の交通安全対策事業 （１２０万円）
・小中学校情報ネットワーク環境整備事業
 （１億６,３２８万円）
・小中学校情報機器整備事業 （３,１７１万円）
・相島小学校トイレ改修事業 （４,０５０万円）
・漁港災害復旧事業 （７億円）

　国民健康保険や水道事業などの特別会
計・事業会計予算の合計は５７億９,４２９
万円で、前年度と比較すると５億１,１４６
万円（対前年度比８.１％）の減です。

５７億９,４２９万円
（対前年度比８.１％減）

　特別会計・事業会計は、一般会計の歳入歳
出と区分して特定の目的に対して設置されて
いる会計のことで、新宮町には７つの特別会
計と２つの事業会計があります。
　渡船事業特別会計は、昨年度の５年に一
度の定期検査に伴う修繕費用や代船の費用
が、今年度は中間検査に伴う費用となるため�
５,０３８万円（対前年度比２８.３％）の減で
す。簡易水道事業は、第２貯水池更新に関す
る工事の実施により、１億３５３万円（対前年
度比１０６.６％）の増です。
　水道事業会計は、下水道事業の影響による
配水管布設替え工事が少なくなったことによ
り１億１,５３３万円（対前年度比１０.６％）の
減です。
　公共下水道事業会計は、緑ケ浜地区の下水
道管渠築造工事が終了したこと、また新宮
ポンプ場電気施設改築更新事業の減により
４億４,９６７万円（対前年度比２１.９％）の減
です。

　教育費は、教育委員会や小中学校、幼稚
園、社会教育に関する経費が計上されてい
ます。
　本年度は、立花小学校給食室の空調設備
改修工事費を５,０００万円、幼児教育・保
育の無償化事業費を３億１,３８８万円計上
しています。
　社会教育分野では、そぴあしんぐうの舞
台機構の改修を含む施設整備事業で４,２９０
万円計上しています。

その他の主な事業
・小中学校給食調理委託料� （１億４,３５３万円）
・文化振興財団補助金� （３,６９０万円）

※ 金額は万円単位で端数処理しているため、合計が
合わない場合があります。

特別会計・事業会計総額特別会計・事業会計総額

予算町の
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